
地学科ご担当先生
 令和 5年 12月
 数研出版株式会社

令和 5年度用高等学校教科書「高等学校 地学基礎／地基 704」訂正のお願い

　常日頃は弊社書籍をお使いいただき，厚く御礼申し上げます。
　さて，現在ご指導いただいております標記教科書に，下記のような訂正がございます。誠に恐れ入りますが，この
訂正に関しまして，生徒の皆様にご周知いただきますようお願い申し上げます。
　なお，訂正の内容は弊社ウェブサイト内（https://www.chart.co.jp/top/teisei/）にも掲載いたします。また，この
訂正内容は，令和 6年度供給の教科書では修正済みでございます。
　教科用図書検定規則に基づきお知らせするとともに，ご迷惑をおかけいたしますこと，書面をもちまして，深くお
詫び申し上げます。
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記述の更新等に関するお知らせ

　下記の点につきましては，文部科学省に更新の申請を行い承認されましたので，令和 6年度供給の教科書より記述
を変更いたします。教科用図書検定規則に基づきお知らせいたします。なお，訂正の内容は弊社ウェブサイト内
（https://www.chart.co.jp/top/teisei/）にも掲載いたします。
　①  p.205 表 1の「衛星の数」につきまして，木星を「95」，土星を「146」に更新いたします。
　②  p.235上部「惑星などの諸量」の「衛星数」につきまして，木星を「95」，土星を「146」に更新いたします。

E 地球の表面 　
　地球の表面は，約 30％が陸地で，約 70％が海
洋である。陸地には高さ 8kmをこえる山地があ
り，海洋にも深さ 11km近くに達する海溝がある。
つまり，地球表面には 20km近い凹

おう
凸
とつ
がある。

　地球の全表面積に対する 1kmごとの陸地の高
さと海底の深さの面積の割合から，地表の起

き
伏
ふく
の

分布を見てみよう。陸地は 1 km以下の高さの所
が多く，この高さは平野にあたる。海底は 4～
5 kmの深さの所が多く，この深さは深海に広が
る平らな領域に対応する。

 地球が凹凸のない理想的な地球だ円体であったと
すると，図 9はどのようになるか。

▶図 9
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●⬆図 9　地球表面の高さ・深さの分布

 学んだことを説明してみよう

□エラトステネスが，地球の大きさを測定した方法を説明してみよう。
□地球が赤道方向に膨らんだ回転だ円体である根拠を説明してみよう。

　地球表面の起伏の分布にはピークが 2つあるが，金星や火星では地球のような 2つのピー
クは見られず，ピークは 1つである。これは，地球の大地形が他の惑星とは違うシステム
で形成されているからにほかならない。
　地球の大陸の地殻（→ p.16）を構成する岩石と海洋の地殻を構成する岩石は異なる。大陸
の地殻の岩石のほうが海洋の地殻の岩石より密度が小さく，軽い
大陸の地殻におけるピークが上のピーク，重い海洋の地殻におけ
るピークが下のピークに対応する。
　このような地殻を構成する岩石
の違いは，プレートテクトニクス
（→ p.24）と密接に関わっている。
現在の金星や火星では，プレート
の運動はないと考えられており，
地球以外でプレートの運動が生じ
ている惑星は見つかっていない。

　金星と火星の表面
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●⬆図 B　火星の高度分布●⬆図 A　金星の高度分布
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▪ 問・思考学習・確認問題
� ・演習問題の略解

第 1編　活動する地球  （p.8～ 85）
問１ 29.7cm
問２ 

問３ 約 32000倍
問４ 8.4km/s
問５ 初期微動継続時間：50秒，震源距離：450km

　思考学習　
考察１ 中央海嶺
考察２  プレートの発散境界で生まれたプレートは，徐 に々

移動しプレートの収束境界で地球の内部に沈みこ
むため。

　確認問題　

① 緯度の差　　②　遠心力　　③ 赤道半径―極半径赤道半径
④ 陸地
⑤ モホロビチッチ不連続面（モホ面）
⑥ 玄武岩質の岩石　　⑦ 外核　　⑧ 鉄
⑨ アセノスフェア
⑩ プレート　　   ⑪ 中央海嶺
⑫ トランスフォーム断層　　 ⑬ 島弧
⑭ 大陸プレートと大陸プレート
⑮ 逆断層  ⑯ 左横ずれ断層 ⑰ 広域変成作用
⑱ 接触変成作用 　　⑲ ホットスポット
⑳ 地球の重力　　㉑ プルーム　 ㉒ マントル対流
㉓ 震度　　　 ㉔ 1000個分
㉕ 初期微動　　 ㉖ D＝ kT
㉗ 発散境界　　　　㉘ ユーラシアプレート
㉙ 深発地震面（和達 -ベニオフ帯）　㉚ 活断層
㉛ 高層の建築物　　32 液状化現象
33 速度：遅くなる，波高：高くなる
34 マグマだまり　　　　　35 カルデラ
36 部分融解（部分溶融）　　37 中央海嶺
38 火山フロント（火山前線）
39 SiO4四面体　　40 苦鉄質鉱物（有色鉱物）
41 火山岩 　 42 斑状組織
43 等粒状組織 44 SiO2量 　
45 熱水鉱床 　46 火砕流　　47 ハザードマップ
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　演習問題　
1  6420km
2  （1） （ア） 地殻  （イ） リソスフェア 

（ウ） 中央海嶺 （エ） 海溝
  （2） X：構成物質，Y：変形のしやすさ
  （3） 海洋地域：①，大陸地域：③
３   1億年前～ 5000万年前：東向きに 6cm/年
  5000万年前～現在：北東向きに 4cm/年
４  （1） 100km
  （2） 40km以上
５  （1）  X：成層火山，Y：盾状火山 

Yの代表的な火山の例：マウナロア火山
  （2） 現象：火砕流
６  （1）（ア） かんらん石
  （2）（イ） Ca
  （3）  試料 A：色指数…4，岩石名…花崗岩 

試料 B：色指数…48，岩石名…斑れい岩
  （4）（a） B　　（b） B　　（c） B

第 2編　移り変わる地球 （p.86～ 129）

　思考学習　
考察１ 増加した。
考察２ （酸素発生型の）光合成

　確認問題　

① 物理的風化　　② 扇状地　　③ 混濁流（乱泥流）
④ 続成作用　　　⑤ 斜面崩壊
⑥ 地層累重の法則 ⑦　不整合
⑧ 級化成層（級化層理） ⑨　クロスラミナ（斜交葉理）
⑩ 生痕化石　　⑪ 示準化石　　⑫ 示相化石
⑬ 鍵層　　　　⑭ 数値年代（絶対年代，放射年代）
⑮ 顕生累代
⑯ エディアカラ生物群　　⑰ カンブリア紀の爆発
⑱ デボン紀　　⑲ パンゲア　　⑳ 白亜紀
㉑ 氷期　　　　㉒ 直立二足歩行

　演習問題　
1  B→ F→ E→ A→ C→ D
2  （1） （ア） 古生代　　（イ） 中生代 

（ウ） 新生代
  （2） 地層の年代決定に利用できる化石
  （3） 鍵層
３  （1） ④，⑦ （2） ②，③，⑤
  （3） ①  （4） ⑥

第 3編　大気と海洋 （p.130～ 181）
問１ （1） 40hPa
  （2） 露点：19℃，相対湿度：55％　（3） 8hPa
問２ 1.36pR2kW，地球の全表面で平均すると
  1.36pR2kW

4pR2m2 ＝ 0.34kW/m2

問３ 地球が吸収する太陽放射エネルギー：ⓐとⓑ
  宇宙空間へ放出する赤外放射エネルギー：ⓕとⓗ
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地震 B 震度とマグニチュード 

●震度　各地点のゆれの強さをは
かるものさしが 震

しん
度
ど
 である。

　水面に石を投げたときにできる
波
は
紋
もん
（水面のゆれ）のように，ゆれ

の源となる地点から離れるほどゆ
れは小さくなる。したがって，震
源から遠ざかるほど震度は小さく
なる傾向があるが，地盤の軟

なん
弱
じゃく
な

所ではゆれが増幅され，大きな震
度となることがある。
　日本では，10段階に分けた気
象庁震度階級を使用し，全国に展
開されている震度計を使用して震
度を決定している。

●マグニチュード　地震の規模（大きさ）をはかるものさしが マグニチュード（記号：
M）である。一般にマグニチュードは震源からある距離だけ離れた地点でのゆれの強
さに対応する。そこで，距離によって波の強さが減

げん
衰
すい
する効果を補正すれば，震源か

ら様々な距離に位置する地点のゆれの強さからマグニチュードを求めることができる。
マグニチュードが 1大きくなると，地震のエネルギーは 1000倍（約 32倍）になる。

 M9.0の地震のエネルギーは，M6.0の地震のエネルギーの何倍か。

seismic intensity

▶後Ⓔ

▶前ページ上図

magnitude

▶図 36

問 3

●⬆図35　2011年東北地方太平洋沖地震の震度分布（出典▶p.241）
東日本全体で激しいゆれが観測されたことがわかる。
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●⬅ ●⬆ 図 36　地震のエネル
ギー　直方体の体積は地震
のエネルギーの大きさを表
している。
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E 地球の表面 　
　地球の表面は，約 30％が陸地で，約 70％が海
洋である。陸地には高さ 8kmをこえる山地があ
り，海洋にも深さ 11km近くに達する海溝がある。
つまり，地球表面には 20km近い凹

おう
凸
とつ
がある。

　地球の全表面積に対する 1kmごとの陸地の高
さと海底の深さの面積の割合から，地表の起

き
伏
ふく
の

分布を見てみよう。陸地は 1 km以下の高さの所
が多く，この高さは平野にあたる。海底は 4～
5 kmの深さの所が多く，この深さは深海に広が
る平らな領域に対応する。

 凹凸のない理想的な地球だ円体の場合，図 9のよ
うな表面の高さ分布はどのようになるか。

▶図 9
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●⬆図 9　地球表面の高さ・深さの分布

 学んだことを説明してみよう

□エラトステネスが，地球の大きさを測定した方法を説明してみよう。
□地球が赤道方向に膨らんだ回転だ円体である根拠を説明してみよう。

　地球表面の起伏の分布にはピークが 2つあるが，金星や火星では地球のような 2つのピー
クは見られず，ピークは 1つである。これは，地球の大地形が他の惑星とは違うシステム
で形成されているからにほかならない。
　地球の大陸の地殻（→ p.16）を構成する岩石と海洋の地殻を構成する岩石は異なる。大陸
の地殻の岩石のほうが海洋の地殻の岩石より密度が小さく，軽い
大陸の地殻におけるピークが上のピーク，重い海洋の地殻におけ
るピークが下のピークに対応する。
　このような地殻を構成する岩石
の違いは，プレートテクトニクス
（→ p.24）と密接に関わっている。
現在の金星や火星では，プレート
の運動はないと考えられており，
地球以外でプレートの運動が生じ
ている惑星は見つかっていない。

　金星と火星の表面

10 200

8

6

4

2

0

ー2

ー4

高
度（

　）
km

全表面積に対する割合（％）

10
12

平均
高度

2010 30 500

6

4
2

0

ー2

ー4

高
度（

　）
km

全表面積に対する割合（％）
40 60

平均高度

平均
高度

●⬆図 B　火星の高度分布●⬆図 A　金星の高度分布
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▪ 問・思考学習・確認問題
� ・演習問題の略解

第 1編　活動する地球  （p.8～ 85）
問１ 29.7cm
問２ 

問３ 約 32000倍
問４ 8.4km/s
問５ 初期微動継続時間：50秒，震源距離：450km

　思考学習　
考察１ 中央海嶺
考察２  プレートの発散境界で生まれたプレートは，徐 に々

移動しプレートの収束境界で地球の内部に沈みこ
むため。

　確認問題　

① 緯度の差　　②　遠心力　　③ 赤道半径―極半径赤道半径
④ 陸地
⑤ モホロビチッチ不連続面（モホ面）
⑥ 玄武岩質の岩石　　⑦ 外核　　⑧ 鉄
⑨ アセノスフェア
⑩ プレート　　   ⑪ 中央海嶺
⑫ トランスフォーム断層　　 ⑬ 島弧
⑭ 大陸プレートと大陸プレート
⑮ 逆断層  ⑯ 左横ずれ断層 ⑰ 広域変成作用
⑱ 接触変成作用 　　⑲ ホットスポット
⑳ 地球の重力　　㉑ プルーム　 ㉒ マントル対流
㉓ 震度　　　 ㉔ 1000個分
㉕ 初期微動　　 ㉖ D＝ kT
㉗ 発散境界　　　　㉘ ユーラシアプレート
㉙ 深発地震面（和達 -ベニオフ帯）　㉚ 活断層
㉛ 高層の建築物　　32 液状化現象
33 速度：遅くなる，波高：高くなる
34 マグマだまり　　　　　35 カルデラ
36 部分融解（部分溶融）　　37 中央海嶺
38 火山フロント（火山前線）
39 SiO4四面体　　40 苦鉄質鉱物（有色鉱物）
41 火山岩 　 42 斑状組織
43 等粒状組織 44 SiO2量 　
45 熱水鉱床 　46 火砕流　　47 ハザードマップ
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　演習問題　
1  6420km
2  （1） （ア） 地殻  （イ） リソスフェア 

（ウ） 中央海嶺 （エ） 海溝
  （2） X：構成物質，Y：変形のしやすさ
  （3） 海洋地域：①，大陸地域：③
３   1億年前～ 5000万年前：東向きに 6cm/年
  5000万年前～現在：北東向きに 4cm/年
４  （1） 100km
  （2） 40km以上
５  （1）  X：成層火山，Y：盾状火山 

Yの代表的な火山の例：マウナロア火山
  （2） 現象：火砕流
６  （1）（ア） かんらん石
  （2）（イ） Ca
  （3）  試料 A：色指数…4，岩石名…花崗岩 

試料 B：色指数…48，岩石名…斑れい岩
  （4）（a） B　　（b） B　　（c） B

第 2編　移り変わる地球 （p.86～ 129）

　思考学習　
考察１ 増加した。
考察２ （酸素発生型の）光合成

　確認問題　

① 物理的風化　　② 扇状地　　③ 混濁流（乱泥流）
④ 続成作用　　　⑤ 斜面崩壊
⑥ 地層累重の法則 ⑦　不整合
⑧ 級化成層（級化層理） ⑨　クロスラミナ（斜交葉理）
⑩ 生痕化石　　⑪ 示準化石　　⑫ 示相化石
⑬ 鍵層　　　　⑭ 数値年代（絶対年代，放射年代）
⑮ 顕生累代
⑯ エディアカラ生物群　　⑰ カンブリア紀の爆発
⑱ デボン紀　　⑲ パンゲア　　⑳ 白亜紀
㉑ 氷期　　　　㉒ 直立二足歩行

　演習問題　
1  B→ F→ E→ A→ C→ D
2  （1） （ア） 古生代　　（イ） 中生代 

（ウ） 新生代
  （2） 地層の年代決定に利用できる化石
  （3） 鍵層
３  （1） ④，⑦ （2） ②，③，⑤
  （3） ①  （4） ⑥

第 3編　大気と海洋 （p.130～ 181）
問１ （1） 40hPa
  （2） 露点：19℃，相対湿度：55％　（3） 8hPa
問２ 1.36pR2kW，地球の全表面で平均すると
  1.36pR2kW

4pR2m2 ＝ 0.34kW/m2

問３ 地球が吸収する太陽放射エネルギー：ⓐとⓑ
  宇宙空間へ放出する赤外放射エネルギー：ⓕとⓗ
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地震 B 震度とマグニチュード 

●震度　各地点のゆれの強さをは
かるものさしが 震

しん
度
ど
 である。

　水面に石を投げたときにできる
波
は
紋
もん
（水面のゆれ）のように，ゆれ

の源となる地点から離れるほどゆ
れは小さくなる。したがって，震
源から遠ざかるほど震度は小さく
なる傾向があるが，地盤の軟

なん
弱
じゃく
な

所ではゆれが増幅され，大きな震
度となることがある。
　日本では，10段階に分けた気
象庁震度階級を使用し，全国に展
開されている震度計を使用して震
度を決定している。

●マグニチュード　地震の規模（大きさ）をはかるものさしが マグニチュード（記号：
M）である。一般にマグニチュードは震源からある距離だけ離れた地点でのゆれの強
さに対応する。そこで，距離によって波の強さが減

げん
衰
すい
する効果を補正すれば，震源か

ら様々な距離に位置する地点のゆれの強さからマグニチュードを求めることができる。
マグニチュードが 1大きくなると，地震のエネルギーは 1000倍（約 32倍）になる。

 M9.0の地震のエネルギーは，M6.0の地震のエネルギーの何倍か。

seismic intensity

▶後Ⓔ

▶前ページ上図

magnitude

▶図 36

問 3

●⬆図35　2011年東北地方太平洋沖地震の震度分布（出典▶p.241）
東日本全体で激しいゆれが観測されたことがわかる。

200km

7
6強
6弱
5強
5弱

4
3
2
1

震央

震度

東北地方太平洋沖地震
2011年 M9.0

関東地震
1923年 M7.9

兵庫県南部地震
1995年 M7.3

断層の長さ

断層の面積

ず
れ
の
量

ずれの量(m)
150

3.53.5

45040 130

70

15
1～2

断層の長さ（km）

断
層
の
幅（
km
）

1010

断
層
の
幅

●⬅ ●⬆ 図 36　地震のエネル
ギー　直方体の体積は地震
のエネルギーの大きさを表
している。
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